
地域ＳＮＳは消えてしまうのか？

庄司昌彦（Masahiko SHOJI）

国際大学GLOCOM 講師・主任研究員

地域SNSは消えるのか？

• 地域SNSの中には、開設から数年経過し、運

営主体が変わったり閉鎖されたりするものが
時々みられます。
– 助成金等の終了、事業仕分け…

– ツールの乗り換え、目的の達成・変更…
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運営主体の交代

• ハマっち！

– 神奈川県横浜市

– 現運営主体は株式会社シ
ンフォシティ（旧運営主体は
「ハマっち！運営委員会」）

– 2007年3月より稼働

• SNSの位置付け

– 市民のイベント作りを支援
する立場から、PF委員会は、

市民が参加し、アクションを
起こし、つながりをつくるた
めの「手段」
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（出典：http://sns.hamatch.jp/）

URL

（現） http://sns.hamatch.jp/

（旧） http://sns.yokohama150.jp/

運営主体の交代
• 「ハマっち！」の開設経緯

– （財）横浜開港150周年協会「Y150市民参加プラットホーム推進委員会」が母体

– 運営は発足時メンバーを中心としたボランティア「ハマっち！運営委員会」

– 目的は2009年の横浜開港150周年を契機に、市民が参加し、アクションを起こ

し、つながりをつくること

⇒そのため、予算は、市からの開港150周年事業に関する補助金

• 運営主体の変更

– 2009年度末に開港150周年事業が終了。

– 補助金終了を機に移管先が公募され、「ハマっち！運営委員会」を主体とした、

「ハマっち！ネットワークス事業共同体」に決定

– 同組織から「株式会社シンフォシティ」が設立。正式に運営が引き継がれた

– URLも新しいものに変更された
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地域SNSと事業仕分け

• おおつSNS
– 滋賀県大津市
– 大津市役所運営
– 2008年6月より稼働

• SNSの位置付け
– 地域に密着した「まちづく

り」や「子育て」、「生活情
報」などについてテーマ
を設けて、市民などがイ
ンターネットを通じて情報
交換できる場

• URL：
– https://www.sns.city.ots

u.shiga.jp/
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（出典：http://blue.ap.teacup.com/wakkyken/865.html）

地域SNSと事業仕分け

• 大津市で仕分け対象となった経緯

– ①月平均の実利用者は700名から400名に半減、日々アクセスする

のは約40名程度の限られたユーザーだけ

– ②一方でサイトの安全性や信頼性を維持するために、担当者は常に

運営管理に膨大な時間を費やしている

⇒SNS運営の担当部局から廃止が提案される

• 仕分け結果

– 「不要」と判断

– しかし、現行ユーザーを見捨てての「廃止」ではなく、2010年度に実

施した他都市の運営状況の調査や利用者アンケートの結果を踏まえ

つつ、利用者と協議し、今後の運営手法を検討することになった
参考：http://www.taniyuji.jp/shiten/05/09.html

http://www.city.otsu.shiga.jp/www/contents/1220336381608/activesqr/common/other/4e8962d1002.pdf 6



おおがき地域SNS
• 基本情報

– 岐阜県大垣市
– 市などによる共同運営
– 2010年5月31日閉鎖

• URL：http://sns‐ogaki.dondon‐net.com/
– error5 が表示される。

• アナウンス内容
– 運営者からのお知らせで事前に閉鎖を通知。今後は「大垣かがやき

ポータルサイト」（大垣市の第三セクター、グレートインフォメーション
ネットワーク株式会社）内の「大垣かがやきSNSサービス」を利用する
ようにとの案内を掲載。

• ユーザーの声
– 新しいSNSにデータが引き継げないのは、日記をたくさん書いている

人には辛い。
– 「大垣かがやきポータルサイト」のユーザー数は閉鎖翌日の時点で

200人に達していなかった。
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（出典http://adachiku‐sns.com/）
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なんがでっきょんな

• 基本情報
– 香川県高松市
– 高松市役所運営
– 2009年3月31日閉鎖

• URL：http://www.takamatsu‐sns.jp/
– Network Error (dns_unresolved_hostname) Your requested host "www.takamatsu‐sns.jp" 

could not be resolved by DNS.For assistance, contact your network support team.

• アナウンス内容
– 「日頃より，高松市地域ＳＮＳ「なんがでっきょんな」を御利用いただき，ありが

とうございます。
さて，本市では，平成１９年１１月より，高松市地域ＳＮＳ「なんがでっきょん
な」を運用してまいりましたが，利用者登録数や利用実績等が伸び悩んでお
りますことなどから，勝手ながら，平成２１年３月３１日をもって閉鎖させてい
ただくいこととなりました。これまでの間，高松市地域ＳＮＳ「なんがでっきょん
な」にご愛顧を賜りましたこと，深謝の所思をお伝え申し上げます。本当にあ
りがとうございました。」

– ユーザーへのメールと告知ページでの通知

• ユーザーの声
– 寂しい。行政がすることはこんなことが多いが1年少々で閉鎖を判断したことに敬意を表した

い。復活を願う。（http://agewalker.ashita‐sanuki.jp/d2009‐03‐04.html）
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カメレオン

• 基本情報
– 東京都足立区
– 足立区にあるホームページ制作会社「カメレオン」が

運営
– 2011年8月31日閉鎖

• URL：http://adachiku‐sns.com/
– 次のスライドを参照

• アナウンス内容
– デイリーニュースで「《足立区SNS》最新日記：【告知】

足立区SNS閉鎖いたします。 byフクちゃんさん」と告
知。詳細は管理者の日記で説明。
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（出典http://adachiku‐sns.com/）
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住まいな倉吉

• 基本情報
– 鳥取県倉吉市
– 倉吉市役所運営
– 2009年4月11日閉鎖

• URL：http://sns.city.kurayoshi.lg.jp/
– 日本海ケーブルネットワークのHPへリダイレクトされる。

• アナウンス内容
– 内容は不明
– SNS上で告知

• ユーザーの声
– ブログを投稿していたので残念。

12



おおむたSNS
• 基本情報

– 福岡県大牟田市
– おおむたSNS運営委員会運営

– 2011年5月31日筑後地域SNS「わいわいちっご」に統
合

• URL：http://sns.ai‐jo.net/
– 次スライド参照

• アナウンス内容
– 事前に終了を告知すると共に、統合後の「わいわい

ちっご」へのデータ移行を募集した。
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（出典http://sns.ai‐jo.net/）
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Subject: [ちっごねっと] 【重要】 新地域ＳＮＳへのデータ移行、愛称募集などのお知らせ

日頃より地域ＳＮＳ「ちっごねっと」をご利用いただき、誠にありがとうございます。
先にお知らせしましたとおり、地域ＳＮＳ「ちっごねっと」は、大牟田市の「おおむたＳＮＳ」、久留米市の「つつじネット」
と統合し、新しい地域ＳＮＳが誕生することになりました。新しい地域ＳＮＳは、平成２３年６月１日にオープンする予
定です！（現「ちっごねっと」については、平成２３年６月末までご利用できます。）

【新地域ＳＮＳへのデータ移行について】
「ちっごねっと」について、新地域ＳＮＳへのデータ移行を希望されない方は、平成２３年３月３１日（木）までに「ちっご
ねっと」にログインし、退会手続きを行ってください。また、「おおむたＳＮＳ」「つつじネット」に重複して登録されている
方は、いずれかのＳＮＳのデータのみ移行を行います。詳しくは、こちらからご確認ください。
http://www.chiggo.jp/compage_list01.php?comid=303

【愛称の募集について】
平成２３年１月１８日（火）より、新地域ＳＮＳの愛称を募集しています。
受付は３月１０日（木）までです。抽選で当たる応募賞品もありますので、まだ応募されていない方は、こちらからぜ
ひご確認ください。
http://www.chiggo.jp/compage_list01.php?comid=303&cp=96&ct=257

【その他のお願いについて】
新しい地域ＳＮＳでは、アンケートや日記等、ＳＮＳ機能の利用に応じてポイントを付与するポイント制を実施します。
集めたポイントは記念品に交換できますが、記念品は基本的に郵送することとしていますので、会員登録時に住所・
氏名などに不備のある方は、修正をお願いいたします。なお、登録された住所・氏名などについては、公開・非公開
が選択でき、非公開の場合は、管理者以外の人が閲覧することはありません。

今後とも「ちっごねっと」をよろしくお願いします。

筑後田園都市推進評議会事務局（福岡県企画・地域振興部広域地域振興課）
担当：桑野 TEL: 092‐643‐3177  E‐mail: kuwano‐e9099@pref.fukuoka.lg.jp

（出典：ユーザーへ送られたメール）
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Subject: [ちっごねっと] 最後のオフ会 『ちっごねっと卒業式』のお知らせ

ゴールデンウィークが近づいて参りました。
みなさま、いかがお過ごしでしょうか？

さて、SNSの統合を目前に控え、「ちっごねっと」として最後のオフ会「ちっごねっと卒業式」を、

５月２１日（土）１７：００から開催いたします。
詳しくはこちらをご覧ください。
（http://www.chiggo.jp/compage_list01.php?comid=303&cp=99&ct=272）

参加者の方には、もれなくプレゼントがございます。
また、プレゼントの提供についても、受け付けます。
詳しくはこちらをご覧ください。
（http://www.chiggo.jp/compage_list01.php?comid=303&cp=99&ct=273）

みなさまたくさんのお越しをお待ちしています。

また、「ちっごねっと」データの移行についてですが、平成２３年５月２日（月）１０：００までに
書き込まれたデータを移行いたします。
（※「ちっごねっとの統合」コミュニティで、４月３０日１７：００時点のデータを移行すること
でお知らせしていましたが、管理会社が終日休日のため、日にちを変更いたします。お知らせ内容
に変更があったことを、お詫び申し上げます。）

「ちっごねっと」の統合に関するご意見・ご質問は、こちらにお願いいたします。
（http://www.chiggo.jp/compage_list01.php?comid=303&cp=98）

（出典：ユーザーへ送られたメール）16



松江SNS
• 基本情報

– 島根県松江市
– 松江SNS運営協議会運営
– 2011年６月３０日に島根大学へ運営を移管するのにともない終

了（島根大学のＯＰＡＬ－ＳＮＳへデータ移行）

• URL：http://matsuesns.jp/
– Network Error (tcp_error) A communication error occurred: 

"Operation timed out"

• アナウンス内容
– 次スライド参照

• ユーザーの声
– Ubuntuの環境設定など、情報をたくさん投稿していたので、ア

クセスできなくなると物悲しい。情報が残されていればもう少し
誰かの役に立てたかもしれない。（http://shinob.cocolog‐
nifty.com/mix_dvd/2011/07/post‐8291.html）
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Subject: 【松江SNS】松江SNSの終了とデータ移行について

松江SNSをご利用のみなさま

お世話になっております。
松江SNS運営協議会です。

松江SNSは６月３０日をもって終了することとなりました。

現在、島根大学で６月中旬から運用が開始されるＯＰＡＬ－ＳＮＳ
へのデータ移行希望者の取りまとめを行っております。
希望される方は、５月３１日までに

・ＩＤ（登録されたメールアドレス）
・ニックネーム

を info@matsuesns.jpまでお知らせください。

～今後の予定～
移行希望取りまとめ ５月３１日締切
データ移行作業 ６月２１日
ＯＰＡＬ－ＳＮＳサービス開始 ６月２２日１２時００分
まつえＳＮＳサービス停止 ６月３０日１２時００分

永らく松江SNSをご利用いただきありがとうございました。

（出典：ユーザーへ送られたメール）
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いきがい.cc

• 基本情報
– 兵庫県（シニアや団塊世代を対象）
– NPO法人しゃらく運営

– 2011年3月末で運営者が「いきがい.cc運営委員
会」（有志による運営団体）に変更

• URL： http://www.ikigai.cc/
– 運営者のみ移行につきSNSアドレスは変わらず

• アナウンス内容
– 次スライド参照
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Subject: 「いきがい.cc」運営者がしゃらくから新体制に移行します！

平素は、特定非営利活動法人しゃらくに対し格別のご支援をいただきありがとうございます。
このたび、長らくお付合いをいただいたNPO法人しゃらくが管理するSNSの「いきがい.cc」を2011年3月末日までに閉鎖、新たな体制で再出発する運びと

なり、お知らせとお願いを申し上げます。

その背景として、「いきがい.cc」立ち上げ時のNPO法人しゃらくの事業形態が大きく変わったことがあります。「しゃらく旅倶楽部」「生きがいしごとサポート
センター神戸西」を中心にした事業に追われ、従来の事業の見直しを余儀なくされています。その一環として「いきがい.cc」を取り上げざるを得ないと考え

ます。

また、「いきがい.cc」の活発な参加者が当初260余名から15名～20名と激減しています。この間、いくつかのお友だちグループも定着し、この辺りでひとく

ぎりつけた方がよいという判断もあります。

しかし、この「いきがい.cc」を完全に閉鎖してしまうことを惜しむ声も強く、有志の方たちの手で「いきがい.cc運営委員会（会長：akadaさん）」を立ち上げ、再

出発することになりました。

つきましては新体制での「いきがい.cc」への参加継続、あるいは退会、いずれかの選択をこのメールにご返信いただけたら幸いと思う次第です。3月末を

もってご連絡のない場合は退会と判断させていただきます。

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
新体制の「いきがい.cc」の参加・退会について

どちらかに○を入力してください。

ニックネーム（ ）
参加継続（ ） 退会（ ）
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

2011年3月5日土曜日須磨寺にて、ひと区切りのけじめとして、NPO法人しゃらく主催の「いきがい.cc」のお別れイベントの開催を予定しています。詳細が

決定次第お知らせいたしますので、皆さんのご参加をお願いいたします。

以上、新体制へのスムースな移行とより活発な「いきがい.cc」になることを心から祈念するものです。
今後ともよろしくお願い致します。

特定非営利活動法人しゃらく
代表理事 小倉譲

（出典：ユーザーへ送られたメール）
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かわさきソーシャルネット

• 基本情報

– 神奈川県川崎市

– かわさき・ソーシャルネット運営委員運営

– 閉鎖日不明

• URL： http://kawasaki‐social.net/

– 次スライド参照

• アナウンス内容

– 不明
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（出典http://kawasaki‐social.net/）
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ドコイコパーク

• 基本情報
– 香川県
– 株式会社ドコイコ運営

– 2009年6月27日閉鎖

• URL：http://www.dokoiko.co.jp/park/
– Network Error (dns_unresolved_hostname) Your 
requested host "www.dokoiko.co.jp" could not be 
resolved by DNS.

• アナウンス内容
– 不明
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ぴろねっと

• 基本情報
– 広島地域
– 株式会社 ネクストビジョン運営

– 2011年7月31日閉鎖

• URL： http://hiroshima.nvo.jp/
– Network Error (dns_server_failure) Your request 
could not be processed because an error occurred 
contacting the DNS server.

• アナウンス内容

– 次スライド参照
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「ぴろねっと」会員各位

平素は、ネクストビジョンのサービスをご利用いただき、誠にありがとうございます。

2006年5月より、５年の長きにわたり提供しておりました「ぴろねっと」サービスですが、
2011年7月31日をもって終了させていただくこととなりました。

これまで、「ぴろねっと」サービスをご愛顧いただき、心よりお礼申し上げます。

ご利用のお客様には、大変ご迷惑をおかけいたしますが、
何卒ご理解を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

なお、ご登録いただいております個人情報につきましては、
サービス終了後に責任を持って削除させていただきます。

ネクストビジョンでは、今後もお客さまへの一層のサービス向上に取組んでまいりますので、
引き続きご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

株式会社 ネクストビジョン
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（出典：ユーザーへのアナウンス文）

OpenPNEを開発する株式会社手嶋屋
が地域SNSの無償ホスティングを発表

• 自前で地域SNSを運営する場合、サーバーの維持

やメンテナンスにかかる費用が問題

• 手嶋守氏（株式会社手嶋屋）
– 12月14日にFacebook上の地域SNS研究会グループ

– 地域SNSの無償ホスティングを発表
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地域SNSの閉鎖に伴う

ユーザーへの告知等でのポイント

27

①日記データの移行

• OpenPNEの仕様により、事実上取り出せない

状態

– ユーザーの中には不満に感じる人も

– 閉鎖後、アクセスできなくなることを惜しむ声がと
きどき見られる

28

書き込みを禁じ、アーカイブとして保管するこ
とはできないか？



②個人データ

• 登録情報を適切に削除したことを報告する必
要があるのではないかと思われる

– そこまでやった事例はみられない

• 管理者が代わる場合には同意確認が行われ
ている
– 例：「いきがい.cc」（兵庫県）

29

③SNS「跡地」でのメッセージ

• SNSの「跡地」にアクセスした時に、ドメイン名

事業者のページが表示されたり、違うページ
になっていたりする

– かなり「残念」な印象を受ける

30

閉鎖後もしばらくはドメイン名を維持し、感謝等
のメッセージや、日記や個人情報の取り扱い、
問い合わせ先等についてのお知らせを載せてお
く必要があると思われる



最近の
ソーシャルメディアの動向

31
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日本の主要SNSの訪問者数の推移（家庭と職場のPCからのアクセス）

ニールセン/ネットレイティングス調べ

34
ニールセン/ネットレイティングス調べ
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モバゲー（DeNA）

• 2011年11月、プロ野球に参入

• 2010年、ソーシャルゲームメーカーに

グリーとの取引をやめるよう圧力をか
けたとして公正取引委員会が検査

– 競争者に対する取引妨害により排除
命令。グリー、KDDIが損害賠償請求

を求め提訴。

– ソーシャルゲーム：（SNS）上で提供さ

れ、他のユーザーとコミュニケーショ
ンをとりながらプレイするオンライン
ゲーム。モバゲーでは「怪盗ロワイヤ
ル」がヒット

37

ソーシャルゲーム

• 国内市場規模
– 2011年度 2570億円

（前年度の1.8倍）

– 2012年度 3429億円
（ 前年度の1.3倍※予測）

• タイトル数
– 大手SNSで4000タイトル

以上が提供。氾濫状態

38

矢野経済研究所(2012)



地域SNSは減少へ
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武雄市役所
（佐賀県武雄市）

• 2011年8月1日から、市ホーム
ページをFacebookに完全移行

• 自治体のFacebookページでは
最多の11,364人の「いいね！」

• 左メニューには、市のホーム
ページの各コーナーへのリン
クが表示されている（赤枠内）

• Facebookへのアクセスが制限
されている人のために現在で
も通常の自治体ホームページ
は存在（iframeに読み込ませ
ているのと同じもの）。

41

「いいね！」数 11,364

話題数 849

http://www.facebook.com/takeocity

F&B良品
（佐賀県武雄市）

• 現在、武雄市が取り組んで
いる特産品販売用の
Facebookページ

• 市内企業の商品を無料で掲
載し、得られた収益を地元
企業に還元し、地域所得の
向上を目指す

• 株式会社アラタナの「ソー
シャルゲートウェイ」という仕
組みでFacebook上で決済処

理が可能。
42

「いいね！」数 2,146

話題数 363

http://www.facebook.com/FunBuytakeo



沖縄県大阪事務所
（沖縄県）

• 西日本での沖縄関連情報発信
強化を目的に、2011年6月1日

開設

• 開設後3か月半で「いいね！」が
1000を突破し「沖縄」カテゴリで
第5位、コミュニティ/政府関係カ
テゴリで武雄市に続き第2位。

– 広告予算がゼロだったためクチコ
ミ等拡散によるプロモーションを実
施した結果。

• 「クーポン」「懸賞」「スピードくじ」
などのコンテンツ 43

「いいね！」数 1,828

話題数 250

チェックイン 127

http://www.facebook.com/okinawa06office

돗토리현
（鳥取県）

• 韓国人観光客への情報発信を
目的とした鳥取県のページ。

• 投稿はすべて韓国語で行われ
ており、韓国人からの「いい
ね！」やコメントもついている。

• 自治体が外国人（住民/観光客）
に向けてFacebookページを開設
する事例は他にもあるが殆どが
英語。
– Visit HIROSHIMA （広島県）
– Kyoto Prefecture（京都府）
– Shizuoka Prefectural 

Government（静岡県）

44

「いいね！」数 489

話題数 13

http://www.facebook.com/tottoripage



―新しき世に佐賀あり－ 佐賀県総合計画２０１１
（佐賀県）

• 佐賀県が新しい総合計画
策定にあたりパブリックコメ
ントを募集する手段の1つ
として開設。

• 実際にFacebookを通じて
複数のパブリックコメントが
寄せられた。
– 参考：パブリック・コメント等

実施結果
http://www.pref.saga.lg.jp/
web/var/rev0/0084/5709/k
osshian‐public‐comment‐
taiou.pdf
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「いいね！」数 100

話題数 1

http://www.facebook.com/sagasougoukeikaku2011

新しい自治体ソーシャルメディア
の傾向

• Twitter

– 外部への伝播に強み

– 情報が流れるスピードが速い

• Facebook

– 情報発信・収集型であり、自由なテーマで集まる
コミュニティとは異なる

– Facebookグループの方が向いているか？

46



東日本大震災とソーシャルメ
ディア

47

震災：個人との連絡手段として活用

• 安否確認の一手段として活用
– パケット交換の強さ

– アクセス集中でもダウンせず

– ケータイが命綱になる可能性

– 不安感とコミュニケーション欲求
– 最も使われ評価されたのはメール・SMS

• 教訓：個人との連絡手段を確保し、複数化する
– 家族間

– 住民＝行政間（→プッシュ型情報提供 確実な給付）

• 3.11のTweetは1億7,700万
• 前月比3,700万増、

直前比500%増

• 5度、5000Tweet/sec超
• 3.12に572,200アカウント新設

• 前月比112,000増
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震災：メディアの地域・民間・複線化

• 「地域」である意義
– ハイパーローカルな生活情報へのニーズ
– 帰宅難民のパニック回避
– 物資・救助要請

• 「民間」である意義
– 行政が手を出しにくい「不確実な（リスク）情報」の提供
– スピードと柔軟性

• コミュニケーション手段の「複線化」
– 電波（テレビ、ラジオ）、紙媒体（新聞、雑誌）、固定電話、

携帯電話、SMS、メール、ソーシャルメディア、対面
– コミュニティFM局が核となる可能性

49

震災：メディアの地域・民間・複線化

• 自治体の情報提供・活用
– 情報提供の「準備」に差

• 例：富士宮市と東京都

– Twitterを始めた自治体・政府機関が多数
• 有効だが、本来はケータイメールが基軸ではないか

• 政府からのプッシュ型情報提供（ドコモ・エリアメール）、緊
急地震速報の有効性

– 庁舎内からソーシャルメディアへのアクセス制限
• ハイパーローカルな情報収集の機会を逃していた？

50



ソーシャルメディアの利用頻度

• 「災害時の情報収集に関する調査」マイボイスコム（株）
2011年5月

– 東北居住者：震災関連で役に立った情報源
• 「テレビ」「ラジオ」がほぼ同率トップ2
• 次いで「新聞(地方紙)」

• 家族や友人、近所の人なども多

– 東北居住者：震災時の情報収集・連絡ツール
• 「携帯電話」→「デスクトップ以外」→「デスクトップパソコン」
• その他地域は携帯電話よりもパソコンの方が多い

– 全国：震災後のソーシャルメディア利用頻度
• 増えた9.7%、減った1.8%、変わらない40.6%

51

全国の11,682名
男性：女性＝48%：52%
10代2% 20代11% 30代
29％
40代32％ 50代以上 26％

全国の11,682名
男性：女性＝48%：52%
10代2% 20代11% 30代
29％
40代32％ 50代以上 26％

http://myel.myvoice.jp/products/detail.php?product_id=15417

ソーシャルメディアの使い分け
• 「震災に伴う Twitter、Facebook 利用実態に関する調査」

（株）IMJモバイル 2011年4月

– Twitter利用開始のきっかけ

• 地震前は「流行」（31％）

• 地震後は「友人、知人または家族による推奨」が40%と地震前比148%増

– Twitter利用目的

• 「非常時の連絡手段」が地震前比 253%増（15.3％→38.8％）

– 地震発生当時の利用
• Twitter 「情報収集」が最多で83.5%

• Facebook 「友人、知人の状況確認」が最多で56%

• 利用者がプラットフォーム別に利用内容を使い分けている

52http://www.imjmobile.co.jp/news/file/pdf/report/imjm20110404_2.pdf

全国（被災地を除く）20～59歳
Twitter、Facebook ユーザ932 

名（調査会社パネル）

全国（被災地を除く）20～59歳
Twitter、Facebook ユーザ932 

名（調査会社パネル）
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素晴らしい能力の増幅器たるネットが、
サブカルチャー領域以外ではほとんど使わない、
“上の人”が隠れて表に出てこない、という日本

の現実に対して残念だという
思いはあります。

日本のWebは「残念」 梅田望夫さんに聞く
（ITmedia 2009年6月1日）

素晴らしい能力の増幅器たるネットが、
サブカルチャー領域以外ではほとんど使わない、
“上の人”が隠れて表に出てこない、という日本

の現実に対して残念だという
思いはあります。

日本のWebは「残念」 梅田望夫さんに聞く
（ITmedia 2009年6月1日） by Jun Seita

• 「オープン社会」へ
• 問題は政府だけではなく、リスクを負ってイノベーティブな変化に挑戦す

ることを嫌う企業やさまざまな組織などにも存在

• ネットが体現する開放性や自律・分散・協調といった思想を民間の力に

よって導入していくことは、日本社会の随所で求められている
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震災：協力・動員のメディアとして活用

• 自発的な協働
– ヤシマ・ウエシマ作戦（買占め防止）、

義援金、Person Finder、Sinsai.info（地図）、

• 政府のデータ公開と国民による活用
– Open Government

– 経済産業省・LASDECがPDFではなくHTML
やCSVでの情報提供を要請

– 政府や東京電力等のデータを活用した自
発的アプリ開発が国民の情報入手に貢献
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“Code For AMERICA”
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“Code For AMERICA”
• 透明性向上やオープンガバメントの推進を目指す地方政府

の行政担当者と先端的な技術者、行政専門家、産業界リー
ダーなどを結びつける有志

• 複数の財団から受けた資金を、先端的技術者に提供し1年

間、行政関係のプログラミングに従事してもらうプロジェクト

• ティム・オライリー、マーク･ザッカーバーグ、ビズ･ストーンら
が参加を呼び掛け、全米からウェブ開発者362名が応募。厳
しい選考を経て20名を選抜
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Hack For Japan
• 開発者の方々が相互に交流を図

りながら、活発に開発が行われ
るイベントを実施

• アイデアソン（Ideathon）・・・サー
ビスやアプリケーションのアイデ
アを参加者同士で出し合い、ハッ
カソンに向けての事前準備を行
うミーティング。

• ハッカソン（Hackathon）・・・参加
者が集い、アイデアソンで出し
合ったコンセプトを元に、短期間
でサービスとしての一定水準に
仕上げていくプログラミング会合
の場。
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地域SNSの全国連携による「大震災

「村つぎ」リレープロジェクト」
• 岩手県盛岡市「モリオネット」

– 「モリオネット・デイ」等を通じたリアルの交流
– 地震発生直後から有志によって、各種の情報の蓄積、整理、構造化

が試みられ、SNS外部からの閲覧者も多数に
– 全国の地域SNS上においても、震災直後から、被災地支援の動き

• 「学び応援プロジェクト」 3月17日
– 被災地の子どもたちのために学用品を集める計画
– 兵庫、尾道、春日井、宇治、掛川、葛飾など約20の地域SNSが賛同

– 各地で集めた支援物資を盛岡に一旦集約し、被災地まで送り届けた
– 広島から、兵庫、愛知、静岡、東京の地域SNS事務局を経由して盛岡

まで、荷物を積み増しながら引き渡していく、「村つぎ」リレー方式
– 物資は「モリオネット」メンバーやボランティアによる仕分け作業の上、

岩手県庁、陸前高田市、釜石市等に届けられた
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Social×Social（社交×社会派）が

日本でも実感されるようになってきた


